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V-3)AVM に 対する題選択的塞栓術中に断

裂,脳内に遺残 した カテーテルの手術摘

出例
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月ヒ大脳神経外科)

( 同 放射線科)

症例は.48才女性.突然の意識障害で発症,来院時神

経学的には,半昏睡.右瞳孔散大,対光反射消失の脳-

ルニ7徴候を呈 していた.

CT では右頭頂葉に巨大血瞳及び, その後方に iso

から一部 highdensityの massを認めた.AG では

Rt-MCA,ACA,PCA から feederを有する AVM

があi),脳表静脈及び--部深部静脈に､還流 していた.

同日緊急開頭にて血腫除去及び Rt-MCAfeederClip-

pingを施行した.術後意識清明となi),左片麻痔も徐々

に改善 した.第48病日に直達手術を企図し,その術前補

助療法として.塞栓術を施行 した.

塞栓術は,BALT3FMAGICcathererを用い,逮

選択的iこ右中大脳動脈末梢分枝よく),5.0silktherad

にて塞栓 した.術後.カテ一一テ′Lを抜去の際,途中でカ

チ-テ′L･が断裂 し.頭蓋底部内頚動脈から中大脳動脈末

梢まで約 40cm iこ渡り血管内に通残した.GlnTYRetrieval
catheterにて回収を試ふるも回収できず,開頭術によ

る回収に踏み切った.

術中.脳裏上の feeder内にカテーテルが透見でき,

こtlを弾性糸にて両端を･･････r--･時遮断し動脈切開を加えカテ-

テ′Lを回収 した.カテ-････-テ′Lは容易iこ回収可能であった.

カテ---チ/Lの脳内遺残は希である.

塞栓術及び,摘出手術をビデ十にて供覧し,若干の文

献的考察を加え報告する.

V14) 畦頻内塞栓術後をこ摘出術 を行 った斜 台髄
膜陸の 1例
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腫場内塞栓術後に摘出術を行1た斜台髄膜陸の l例を

経験 したのでその手術所見を中心に供覧する.症例は39

才の男性で,左側の顔面軽挙を主訴に来院.画像診断で

橋 ･延髄境界部の腹側に,石灰化を伴った径 2.5cm

781

の球形の腫癌が認めLT･)わた.造影剤でほぼ均･-･･･の増強効

果が得られ 斜台髄膜腫と診断された.摘出に先立って

主な栄養血管である上行咽頭動脈の2本の neuromeni-

ngeal trunkを est.r()gen+PVacにて塞栓術を行った.

術後に左側の舌下神経マヒと嘆声が出現 した.塞栓術の

2週間後に摘出術を行った.後頭豊満開頭に第1頚椎の

半側椎弓切除を加え.外側は後頭筒の後内側の一部まで

削除 した.主に下位脳神経の間から石灰化を伴った固い

腫壕を小塊に分割 して摘出した.出血はきわめて少量で

あった.硬膜の付着部を残 し,亜全摘 した.術後は額面

疫学は消失 したが,塞栓術後の舌下神経マヒと嘆声は残

存した.患者は 1カ月後に独歩退院 した.

V-5)FalcotentoT量auunctionMenin欝ioma
の1手術例
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松本 信勝 (松本脳神経外科)

Falc()tent()rialjunctionmeningi()maは,比較的稀

な疾患であり手術的にもそれ まど多くはない.今回本症

の 1手術例を経験 したので報告する.症例は,58歳女性

で両.F肢の脱Jj.小脳症状を主訴として来院 した.Cr ,

MN では,天幕下方の′ト脳上面を占拠する病変 (irJerior

type)を認めた.脳血管造影では,Feederが posterior

menillgealarteryで,SCA,PCA の spraying及び

GVG,straightsiIluSの挙上を認めた.また,precentral

ceret光llarveinは前方に偏位 していた.静脈糸の明LL･)

かな閉塞は認めなかった.手術は,右側下の senlトprone

laI･eralp(芯itionで,右側か(-)の occipitaltrans-tentorial

appr()achで施行した.両側天幕及び大脳鎌に窓を設け.

キューサーで除去 した.本アプローチは,広い視野がえ

らIll司部の手術に有用である.また天幕からの出血には,

レ-ザ-が有効であった.

V-6) 上矢状洞内悪性 リンパ腫の手術

一症例報告一
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目的 :上矢状洞 (以下 SSS)内に見られた悪性 リン

パ腫 (non-Hodgkin'slymphoma)症例を経験 したの


